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「
夫
婦
一
万
円
年
金
」
実
現
〃

保
険
料
は
月
一
〇
〇
円
ア
ッ
プ

実
施
は
昭
和
4
2
年
1
月
か
ら

こ
ん
ど
の
改
正
で
　
あ
と
で
障
害
が

重
く
な
り
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
る

程
度
と
な
っ
た
場
合
は
請
求
す
れ
ば

そ
の
と
き
か
ら
年
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

｝
母
子
・
準
母
子
年
金
一

国
民
年
金
制
度
は
生
活
水
準
の
向
上
等
の
経
済
事
情
に
変
動
が
あ
っ

た
と
き
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
正
の
措
置
を
加
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
拠
出
年
金
が
昭
和
三
十
六
年

四
月
に
始
ま
っ
て
丁
度
五
年
を
経
過
し
た
の
を
機
会
に
、
国
民
年
金

法
の
大
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
以
下
は
改
正
の
あ
ら
ま
し
．
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“
改
正
前
目
は

「
誉
圧
醤
藍
O
禽
轡
×
ゆ
O
O
田
（
誉

圧
避
囲
瓢
8
禽
酵
臼
西
び
伴
仰
斉
卵

δ
臼
渉
葎
禽
蝉
姦
一
b
O
O
田
）
」
十

（
瀞
罪
醤
謡
δ
岳
購
×
8
。
田
）
と

い
う
計
算
方
法
に
よ
っ
て
い
ま
し

た
。

U
今
回
の
改
正
“
で
こ
れ
が
、

（
誉
圧
醤
謡
O
湿
轡
×
8
0
』
）
十

「
瀞
罪
醤
琶
O
湿
轡
x
8
り
田
）
×

ω
φ
O
こ
と
い
5
方
式
に
改
め
ら
れ

増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
改
正
前
は
一
年
未
満
の
拠
出

期
間
は
免
除
期
間
に
、
一
年
未
満
の

免
除
期
間
は
切
り
捨
て
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
の
を
、
月
単
位
で
算

定
す
る
こ
と
に
改
め
不
合
理
が
是
正

さ
れ
た
わ
け
で
す
。

｝
通
算
老
令
年
金
一

　
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
の
額
は

十
八
才
未
満
（
身
体
障
害
者
は
二
十
，

才
未
満
）
の
子
、
孫
ま
た
は
弟
妹
が

二
人
あ
る
場
合
に
は
月
に
五
千
円
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ー
改
正
前
－

　
支
給
要
件
ま
た
は
加
算
対
象
の
子

孫
ま
た
は
弟
妹
一
人
の
と
き
は
、
年

額
一
万
九
千
二
百
円
（
月
額
千
六
百

円
）
と
い
う
年
金
額
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

ー
今
回
の
改
正
i
で

　
こ
れ
が
年
額
五
万
五
千
二
百
円

（
月
額
四
千
六
百
円
）
に
引
き
上
げ

ら
れ
こ
れ
に
従
来
ど
お
り
二
人
目
以

降
の
子
、
孫
ま
た
は
弟
妹
が
一
人
増

え
る
ご
と
に
、
年
額
四
．
干
八
百
円
が

加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
年
金
の
支
給
対
象
と
な

る
障
害
の
範
囲
の
拡
大
と
同
じ
よ
う

に
、
身
体
障
害
の
子
、
孫
ま
た
は
弟

妹
の
場
合
も
、
す
べ
て
の
障
害
に
ま

で
拡
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
老
令
年
金
の
額
の
算
定
方
法
が
改

正
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
通
算
老
令

年
金
の
額
も
同
じ
よ
う
に
増
額
さ
れ

ま
し
た
。一

障
害
年
金
一

一
老
令
年
金
一

　
夫
婦
で
月
に
一
万
円
の
年
金
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
，
二

十
五
年
間
保
険
料
を
納
め
た
人
の
老

令
年
金
の
額
は
年
額
二
万
四
千
円
が

（
月
額
二
千
円
）
が
　
年
額
六
万
円

（
月
額
五
千
円
）
に
四
十
年
間
保
険

料
を
納
め
た
人
の
老
令
年
金
の
額
は

年
額
四
万
二
千
円
（
月
額
三
千
五
百

円
）
が
、
年
額
九
万
六
千
円
（
月
額

八
千
円
）
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら

れ
、
ま
た
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
人

達
の
年
金
額
も
そ
の
期
間
に
応
じ
同

じ
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
老
令
年
金
の
額
の
算
定
方

法
も
、
次
の
よ
う
に
変
り
ま
し
た
。
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蔭
児
年
金
一

　
障
害
年
金
の
改
正
で
、
主
な
も
の

は
次
の
三
点
で
す
。

①
年
金
額
の
引
き
上
げ

　
最
低
保
障
の
年
金
額
は
年
額
二
万

四
千
円
（
月
額
二
千
円
）
が
年
額
六

万
円
（
月
額
五
千
円
）
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
一
級
の
障
害
に
該
当
す
る
人

の
加
算
額
は
年
額
六
千
円
（
月
額
五

百
円
）
が
年
額
一
万
二
千
円
（
月
額

千
円
）
に
引
き
ト
げ
ら
れ
ま
し
た
。

②
支
給
対
象
と
な
る
障
害
の
範
囲
の

　
拡
大

　
今
ま
で
は
両
手
両
足
が
な
い
な
ど

と
い
う
外
部
障
害
を
は
じ
め
内
部
障

害
で
は
結
核
性
の
疾
患
、
非
結
核
性

の
呼
吸
器
疾
患
、
精
神
病
が
、
障
害

年
金
の
支
給
の
対
象
と
な
っ
て
お
り

同
じ
内
部
障
害
で
も
、
循
還
器
系
統

の
障
害
、
内
臓
疾
患
の
障
害
な
ど
は

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
こ
ん
ど
の
改
正
で
、
こ
う
し

た
障
害
も
対
象
に
と
り
入
れ
る
こ
と

に
改
め
ら
れ
す
べ
て
の
障
害
が
障
害

年
金
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

③
事
後
重
症

　
今
ま
で
は
、
初
め
て
医
者
に
か
か

っ
た
と
き
か
ら
三
年
を
経
過
し
て
も

治
ら
な
い
障
害
で
、
そ
の
と
き
の
障

害
の
程
度
が
障
害
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
く
ら
い
の
軽
い
も
の
で
あ
る
場

合
は
、
そ
の
あ
と
で
障
害
が
重
く
な

っ
て
も
障
害
年
金
は
支
給
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

　
遺
児
年
金
の
額
も
、
老
令
年
金
や

障
害
年
金
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
二

・
五
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

年
額
一
万
二
千
円
（
月
額
千
円
）
が

年
額
三
万
円
（
月
額
二
千
五
百
円
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
身

体
障
害
の
子
の
場
合
の
障
害
の
範
囲

も
す
べ
て
の
障
害
に
ま
で
拡
げ
ら
れ

ま
し
た
。一

寡
婦
年
金
一

　
寡
婦
年
金
の
額
は
．
老
令
年
金
の

年
金
額
の
算
定
方
法
に
よ
り
計
算
し

た
額
の
半
額
に
相
当
す
る
額
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
老
令
年
金
の
年
金

額
の
算
定
方
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
と
も
な
い
改
正
さ
れ
た
老
令
年
金

と
同
じ
よ
う
に
増
額
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
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保
険
料
の
額

　
老
令
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
大

巾
な
年
金
額
の
引
き
上
げ
、
加
え
て

支
給
要
件
の
緩
和
な
ど
の
制
度
改
善

を
行
な
う
と
す
れ
ば
、
当
然
こ
れ
に

必
要
な
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
、
収

入
の
ほ
う
も
確
保
し
て
お
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
年
金
給
付
の
費
用
は
、

被
保
険
者
が
拠
出
す
る
保
険
料
と
国

庫
負
担
分
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
相
当

の
額
の
引
き
上
げ
が
必
要
な
わ
け
で

こ
ん
ど
の
制
度
改
善
に
応
じ
て
次
の

よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
改
　
正
　
前

二
〇
才
か
ら
三
四
才
ま
で

二
五
才
か
ら
五
九
才
ま
で

昭
和
四
十
二
年
一
月
分
か
ら

二
〇
才
か
ら
三
四
才
ま
で

三
五
才
か
ら
五
九
才
ま
で

昭
和
四
十
四
年
一
月
分
か
ら

二
〇
才
か
ら
三
四
才
ま
で

三
五
才
か
ら
五
九
才
ま
で

～
！
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～
、
、
、
、
、
～
、
、
，
、
、
、
、
、
、
…
〆
、
ブ
2
、
、
因

　
す
で
に
受
給
中
の
人
の
年
金
額

　
拠
出
年
金
の
う
ち
、
障
害
年
金

皿
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児

ハ
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
七

》
年
か
ら
、
す
で
に
年
金
の
支
給
を

皿
受
け
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ
れ

・
ら
の
人
達
に
は
こ
ん
ど
の
改
正
に

ー
よ
り
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
分
か

ノ

、
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
た

｝
年
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

マ
　
福
祉
年
金
は
、
す
で
に
年
金
の

い
支
給
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ヤ
…
こ
れ
ら
の
福
祉
年
金
受
給
者
も
．

｝
こ
ん
ど
の
改
正
に
よ
り
昭
和
四
十

ハ
ニ
年
一
月
分
か
ら
、
引
き
上
げ
ら

｝
れ
た
年
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
．

　
像
険
料
額

月
に
一
〇
〇
円

月
に
一
五
〇
円

月
に
二
〇
〇
円

月
に
二
五
〇
円

国
庫
負
担
額

月
に
　
五
〇
円

月
に
　
七
〇
円

月
に
一
〇
〇
円

月
に
一
二
五
円

　
月
に
二
五
〇
円
　
…
月
に
一
二
五
円

一
月
に
三
〇
〇
円
　
｝
月
に
一
五
〇
円

二
十
四
万
円
に
、
扶
養
義
務
者
の
所

得
に
よ
る
支
給
制
限
の
限
度
額
（
扶

養
親
族
が
五
人
で
あ
る
と
き
）
七
十

≦

一
万
六
千
四
百
円
が
八
十
一
万
七
千

五
百
円
に
ρ
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら

れ
、
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ミ
を
≦

｛
年
金
額
の
引
上
げ
一

　
福
祉
年
金
は
、
費
用
の
全
額
を
国

庫
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
年
金
額
の
引
上
げ

に
は
自
ず
か
ら
限
度
が
あ
る
の
で
す

が
、
昭
和
四
十
年
の
引
上
げ
に
引
き

続
き
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
分
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
拠
出
年
金
が
こ
ん
ど
初
め

て
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
福

祉
年
金
は
三
度
目
の
引
上
げ
と
な
り

ま
す
。

　
年
金
額
の
引
き
ヒ
げ
は
次
の
と
お

り
で
す
。

F
老
令
福
祉
年
金
、
年
額
一
万
五
千

六
百
日
（
月
額
千
三
百
円
）
が
年
額

｛
万
八
千
円
（
千
五
百
円
）
に
。
障

害
福
祉
年
金
、
年
額
二
万
四
千
円

（
月
額
二
千
円
）
が
年
額
二
万
六
千

四
百
円
（
月
額
二
千
二
百
円
）
に
。

母
子
福
祉
年
金
、
年
額
一
万
八
千
円

（
月
額
一
千
五
百
円
）
が
年
額
二
万

四
百
円
（
一
千
七
百
円
）
に
。
準
母

子
年
金
、
年
額
一
万
八
千
円
（
月
額

千
五
百
円
）
が
年
額
二
万
四
百
円

（
月
額
千
七
百
円
）
に
な
り
ま
し

た
。

支
給
対
象
と
な
る
範

囲
の
拡
大

　
拠
出
年
金
の
障
害
年
金
等
の
支
給

の
対
象
と
な
る
障
害
の
範
囲
が
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
福
祉
年
金
の
場

合
も
同
じ
よ
う
に
、
す
ぺ
て
の
障
害

を
支
給
の
対
象
と
す
る
よ
う
に
拡
げ

ら
れ
ま
し
た
。

ハ
所
得
制
限
の
緩
和
一

　
福
祉
年
金
は
支
給
費
用
の
全
額
を

　
国
庫
金
に
よ
っ
て
い
る
関
係
か
ら

一
定
基
準
以
上
の
所
得
の
あ
る
人
は

受
け
ら
れ
な
い
規
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
所
得
制
限
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
の
基
準
に
な
る
所
得
額

が
、
昨
年
中
の
国
民
所
得
の
伸
び
を

考
慮
に
入
れ
て
、
次
の
よ
う
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
受
給
者
本
人
の
所
得
に
よ
る

支
給
制
限
の
限
度
額
二
十
二
万
円
が

㍉一㌔一 　
国
民
年
金
制
度
は
、
加
入
資
格

を
年
令
で
き
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

二
十
才
に
な
っ
た
と
き
に
資
格
取

得
届
を
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
資
格
取
得
届
を
だ

す
場
合
と
し
て
は
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
を
や
め
た

と
き
で
す
。
国
民
皆
年
金
時

代
で
す
か
ら
、
厚
生
年
金
で

な
け
れ
ば
国
民
年
金
に
と
ど

ち
ら
か
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
逆
に
職
場
に
つ
と
め
て

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
す
れ

ば
、
国
民
年
金
の
方
は
資
格

喪
失
届
を
だ
す
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
。
厚
生
年
金
の
加

入
届
は
職
場
で
や
っ
て
く
れ

ま
す
か
ら
間
題
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
国
民
年
金
で
は
自
分

で
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
国
民
年
金
を

や
め
て
も
、

　
　
　
　
　
そ
れ
ま
で
納
め
た
国

民
年
金
の
か
け
金
は
厚
生
年
金
で

か
け
た
期
間
と
合
算
し
ま
す
か

…

　
　
ら
、
将
来
は
こ
の
合
算
し
た
年
金

　
　
が
貰
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
国
民
年
金
は
、
か
け
金
の
期
間

　
　
が
一
応
四
十
年
と
い
う
長
い
期
間

出
と
な
っ
て
い
享
か
ら
、
そ
の

　
　
　
間
い
ろ
く
と
住
所
が
か
わ
る

届
こ
と
薯
え
ら
れ
享
・
こ
ん

な
な
と
き
に
は
市
町
村
役
場
に
住

ろ
所
変
更
届
を
だ
す
こ
と
に
な
っ

　
　
　
て
い
ま
す
が
こ
の
届
が
励
行
さ

い
れ
て
い
ま
蒐
も
し
こ
の
届

ろ
を
だ
さ
な
い
と
市
町
村
役
場
で

い
は
そ
の
区
域
に
い
る
こ
と
が
判

　
　
　
ら
な
い
た
め
　
か
け
金
を
集
め

る
る
こ
と
薯
套
せ
ん
し
ぞ

ま
の
う
え
万
一
事
故
竃
あ
っ
た

こ
場
食
か
け
象
お
妻
っ
て

　
　
　
い
な
い
の
で
、
せ
っ
か
く
う
け

は
ら
れ
る
年
金
も
う
け
ら
れ
な
い

て
と
い
っ
た
場
合
も
当
然
に
起
る

れ
こ
と
が
予
響
れ
享
．

　
　
　
で
す
か
ら
、
も
し
住
所
が
か
わ

忘
つ
た
よ
う
な
人
が
い
ま
し
た

　
　
ら
、
住
民
登
録
の
つ
い
で
に
国
民

　
　
年
金
に
つ
い
て
も
住
所
の
変
更
を

　
　
し
て
下
さ
い
。

rゾ》一ゴ㌔」9》～『u触u》
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十
日
町
市
の
国
民
年
金
被
保
険
者

数
は
、
現
在
お
よ
そ
一
三
、
O
O
O

人
で
、
加
入
率
九
九
・
六
％
と
二
十

市
中
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
好
成
績
を
示

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
ま
だ
一
部

未
加
入
者
が
あ
る
た
め
、
市
で
は
あ

ら
ゆ
る
方
法
で
機
会
あ
る
ご
と
に
普

及
推
進
を
強
く
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
国
民
年
金
は
他
の
年
金
（
厚
生

年
金
、
共
済
組
合
、
恩
給
等
）
に
加

入
し
て
い
な
い
二
十
才
以
上
、
六
十

被保険者数

簡
一
強
制
被
保
険
者
敦
」

絋
，
n

望1‘！

　
国
民
年
金
は
社
会
福
祉
事
業
に
融

資
さ
れ
、
地
方
に
還
元
融
資
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
十
日
町
市
で
の
融
資
は

市
民
体
育
舘
に
三
、
三
〇
〇
万
円
、

火
葬
場
五
〇
〇
万
円
、
市
営
ブ
ー
ル

一
、
○
O
O
万
円
、
合
計
四
、
八
○

○
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
【
写
真
は
国
民
年
金
還
元
融
資
の

　
市
民
体
育
舘
と
市
営
ブ
ー
ル
】

あ
な

大
の
年
金
で
す

才
未
満
の
方
は
一
人
残
ら
ず
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
．

　
「
国
民
年
金
は
あ
な
た
の
年
金
で

す
」
…
…
加
入
し
な
い
で
不
慮
の
事

故
の
た
め
重
度
の
障
害
者
に
な
っ
た

り
母
子
世
帯
と
な
っ
た
場
合
に
も
、

年
金
が
支
給
さ
れ
ず
老
後
に
な
っ
て

も
老
令
年
金
が
受
け
ら
れ
ず
、
国
民

と
し
て
の
利
益
を
失
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

令福祉年金

61’1，903・

福祉年金 拠出年金

母子年金
1，094　46・、

㍉●

8

1章害福祉年金
，471　　202・

D
ら

’パ

●r

死亡一時金
／12α’24・

母子福祉年余
，718’　　95

一

、 遺児年金
50’』116【

障害年金
96一　4，

市民の福祉のために使われる国民年金

令
66

老
24

4
　
q

難

雛籍灘雛
馨　段醗齢縫望
笏　髪欝繍簾
薯重　　ぞ繍繍鍛驚製

　い　　いピ　　てら　　　の

霧晃驚舗零

亥
“
　
ジ

㌧

　
　
　
　
　
ぐ

ゆ

霧
　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
に
は
必
ら

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
強
制

被
保
険
者
と
、
希
望
し
て
加
入
す
る

任
慧
加
入
被
保
険
者
の
二
通
り
が
あ

り
ま
す
。

一
強
制
被
保
険
者
一

｝
拠
出
年
皇

　
拠
出
年
金
の
給
付
は
、
保
険
斜
を

納
め
て
お
リ
、
ま
た
免
除
さ
れ
た
被

保
険
者
が
年
老
い
た
り
、
廃
疾
に
な

っ
た
り
、
死
亡
し
た
り
し
た
場
合
に

支
給
す
る
も
の
で
、
次
の
種
類
の
給

付
が
あ
り
ま
す
。

年
老
い
た
と
き
　
老
令
年
金
、
通
算

　
老
令
年
金

廃
疾
に
な
っ
た
と
き
　
障
害
年
金

死
亡
し
た
と
き
　
母
子
年
金
、
準
母

　
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金

　
死
亡
一
時
金

一
福
祉
年
金
一

　
福
祉
年
金
の
給
付
は
、
制
度
発
足

前
の
老
令
、
廃
疾
、
死
亡
に
つ
い
て

保
障
す
る
経
過
的
福
祉
年
金
と
拠
出

年
金
の
給
付
を
補
な
う
補
完
的
福
祉

年
金
と
の
二
つ
が
あ
り
、
次
の
種
類

の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

年
老
い
た
と
き
　
老
令
福
祉
年
金

廃
疾
に
な
っ
た
と
き
　
障
害
福
祉
年

　
金

死
亡
し
た
と
き
　
母
子
福
祉
年
金
、

　
進
母
子
福
祉
年
金

　
福
祉
年
金
の
給
付
の
場
合
は
、
全

額
が
国
庫
負
担
で
あ
る
た
め
、
老
令

廃
疾
、
死
亡
の
事
故
に
よ
り
本
当
に

困
っ
て
い
る
人
達
に
対
象
が
し
ぽ
ら

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
本
人
ま
た
は
家

族
な
ど
に
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ

る
と
き
は
支
給
が
停
止
さ
れ
る
。
い

わ
ゆ
る
所
得
制
限
の
規
定
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

め
る
方
法
は
、
国
民
年
金
印
紙
を
国

民
年
金
手
帳
の
検
認
台
紙
の
納
め
よ

う
と
す
る
月
欄
に
貼
っ
て
、
市
町
村

長
の
検
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
納
め
忘
れ
て
四
月

三
十
日
が
過
ぎ
た
あ
と
に
、
そ
の
前

の
月
分
の
保
険
料
を
納
め
よ
う
と
い

う
と
き
に
は
、
現
金
を
も
っ
て
社
会

保
険
事
務
所
に
納
め
に
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
た
い
へ
ん
不
便
で
す
。

保
険
料
を
、
毎
月
ま
た
は
三
ヶ
月
ご

と
に
納
め
る
こ
と
が
面
倒
だ
と
思
う

人
に
は
．
あ
ら
か
じ
め
一
年
分
の
保

険
料
を
ま
と
め
て
納
め
ら
れ
る
と
い

う
前
納
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
。　

こ
の
ほ
か
農
協
や
銀
行
に
一
定
額

の
定
期
預
金
を
し
、
そ
の
利
息
の
中

か
ら
保
険
料
を
納
め
て
い
く
国
民
年

金
預
金
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
生
活
が
苦
し
く
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
ど
5
し
て
も
困
難
で

あ
る
人
達
の
た
め
に
は
、
保
険
料
免

除
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
。膨霧雛獅　

制
度
の
基
本
で
あ
る
拠
出
年
金
制

度
で
は
、
年
金
給
付
の
財
源
は
、
被

保
険
者
が
納
め
た
保
険
料
と
、
そ
の

額
の
半
額
に
相
当
す
る
国
庫
負
担

（
保
険
料
免
除
者
に
つ
い
て
も
免
除

さ
れ
た
保
険
料
額
の
半
額
に
相
肖
す

る
額
が
国
庫
負
担
と
し
て
つ
き
ま

す
）
と
を
合
わ
せ
て
積
立
て
て
お
き

そ
の
中
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
国
庫
負
担
の
率
は
、
他
の
公

的
年
金
制
度
の
国
庫
負
担
の
率
よ
り

も
高
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
積
立
金
は
将
来
の
給
付
の
財
源
に

な
る
わ
け
で
す
が
、
給
付
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
そ
の
一
部
は
、
被
保
険
者

の
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
市
民
会
舘

病
院
、

保
育
所
、
老
人
ホ
ー
ム
、
ブ

ー
ル
な
ど
の
有
益
な
施
設
の
建
設
な

ど
に
融
資
さ
れ
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
給
付
以
外
の
拠
出
年
金
事
業
に
必

要
な
経
費
、
た
と
え
ば
人
件
費
や
事

務
費
な
ど
の
経
費
は
す
べ
て
国
庫
負

担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
祉
年
金
の
場
合
に
は
、

給
付
財
源
を
は
じ
め
事
業
に
必
要
な

人
件
費
な
ど
の
経
費
は
す
べ
て
が
国

庫
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

髪
髪
萎
嚢
萎
ミ
萎
菱
ミ
萎
藝
嚢
霧
・
・

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
被

用
者
年
金
制
度
に
加
入
で
き
な
い
人

達
で
二
十
才
か
ら
六
十
才
に
な
る
ま

で
の
国
民
は
、
誰
で
も
被
保
険
者
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
人
達

の
う
ち
で
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
た
と
え
六

十
才
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
強
制
保

険
者
と
な
ら
な
い
規
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。
強
制
被
保
険
者
に
該
当
す
る

人
達
は
、
該
当
し
た
と
き
か
ら
十
四

日
以
内
に
、
市
町
村
の
役
場
に
資
格

取
得
の
届
け
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
任
意
加
入
被
保
険
者
一

被
用
者
年
金
制
度
の
加
入
者
の
配

笏
膨
笏

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
で
あ
る
期

間
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
納

　
夫
婦
騨
万
円
年
金
と
い
う
意
味

　
は
？

　
問
　
国
民
年
金
が
改
正
さ
れ
て

夫
婦
一
万
円
年
金
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味

〔
す
か
。

　
答
こ
ん
ど
の
改
正
で
、
二
十

五
年
の
間
、
保
険
料
を
納
め
た
場

口
に
矛
．
の
人
に
支
給
さ
れ
る
老
令

年
金
の
額
は
、
月
あ
た
り
五
千
円

に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
年
金

で
は
普
通
の
場
合
、
ご
主
人
と
奥

さ
ん
の
お
二
人
と
も
が
国
民
年
金

の
強
制
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
夫
婦
が
、
そ
れ
ぐ
二
＋

五
年
間
保
険
料
を
納
め
ま
す
と
、

ハ
十
五
才
か
ら
、
老
令
年
金
が
、

別
々
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
．
こ
の
お
二
人
の
月
に
五
千

円
の
年
金
を
あ
わ
せ
ま
す
と
、
夫

婦
一
万
円
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

昨
年
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
厚
生
年

金
保
険
で
は
、
加
入
被
保
険
者
の

標
準
報
酬
月
額
を
平
均
し
た
場
合

に
、
支
給
さ
れ
る
老
令
年
金
の
額

か
、
月
あ
た
り
一
万
円
に
増
額
さ

れ
ま
し
た
。
厚
生
年
金
保
険
の
老

η
年
金
は
．
直
接
加
入
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
の
で

配
偶
者
で
あ
る
奥
さ
ん
な
ど
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ご
主

人
と
奥
さ
ん
の
お
二
人
に
支
給
さ

れ
る
老
令
年
金
の
額
は
、
結
果
的

に
は
、
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
と

で
は
同
額
と
な
る
わ
け
で
す
。

　
25
年
後
の
五
千
円
で
足
り
る
か

　
？

　
問
　
保
険
料
を
二
十
五
年
間
か

け
て
五
千
円
の
老
令
年
金
が
も
ら

え
て
も
、
二
十
五
年
後
に
は
、
生

活
水
準
や
物
価
等
が
、
ず
い
分
変

っ
て
い
て
五
千
円
で
は
足
り
な
く

な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
答
保
険
料
を
二
十
五
年
間
か

け
て
五
千
円
と
い
う
老
令
年
金
の

額
は
今
日
の
生
活
水
準
に
即
応
す

る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
れ
か
ら
二
十
五
年
後
に
支
給
さ

れ
る
年
金
が
月
に
五
千
円
と
い
う

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
か
り
に
二
十
五
年
間
、
保
険

料
を
納
め
た
六
十
五
才
の
人
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
に
月
々
、

支
給
さ
れ
る
年
金
額
五
千
円
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
二

十
五
年
も
後
に
な
っ
て
、
支
給
さ

れ
る
の
が
月
に
五
千
円
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
．
将
来

支
給
さ
れ
る
年
金
額
は
、
そ
の
レ

き
ま
で
に
起
る
で
あ
ろ
う
生
活
水

準
の
向
上
や
物
価
変
動
な
ど
に
み

あ
う
よ
う
な
年
金
額
に
引
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
占

が
民
間
の
生
命
保
険
な
ど
の
私
的

な
契
約
に
よ
る
年
金
と
本
質
的
に

違
う
点
で
す
。

私
的
契
約
に
よ
る
年
金
は
、
当
初

約
束
し
た
年
金
し
か
も
ら
え
な
い

の
で
す
が
、
社
会
保
障
と
し
て
の

年
金
は
、
必
ら
ず
そ
の
時
ど
き
の

生
活
水
準
に
み
あ
う
額
が
保
障
さ

れ
る
わ
け
で
す
。

国
民
年
金
法
で
も
「
年
金
の
額
は

国
民
の
生
活
水
準
そ
の
他
の
事
情

に
応
ず
る
た
め
、
す
み
や
か
に
改

定
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
そ
の
将
来
の
年
金
額

を
い
く
ら
に
す
る
か
、
と
い
う
目

体
的
な
こ
と
は
将
来
の
生
活
水
準

の
向
上
が
ど
れ
く
ら
い
か
予
想
で

き
な
い
の
で
無
理
な
わ
け
で
す
。

が
し
か
し
、
厚
生
年
金
保
険
や
船

員
保
険
な
ど
の
例
を
み
ま
し
て
も

戦
後
の
イ
ン
フ
レ
や
そ
の
後
の
生

活
水
準
の
向
上
な
ど
に
即
応
す
る

よ
う
、
た
び
た
び
年
金
額
が
引
上

げ
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
か
ら
、

．

こ
懸
念
の
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て

な
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

一271一


